












ろが大きいと思われる：《Béranger est le premier des poètes 
français vivants3）》、《chansons immortelles4）》の作者、《le 































































Stendhal and the 《national poet》 Béranger
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　また《To the happy few》については、Stendhal, Le 
Rouge et le Noir, op.cit., p.1138n.を参照。
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ジャン=トゥシャールは、この送付先のリストは、1817年8
月2日発売の『イタリア絵画史』のためとしているが（Jean 




た編集者の註が、新版では《Service de presse de Rome, 




る が《Il s'agit de l'envoi de l'Histoire de la peinture en 
Italie.》（Correspondance, t.I, Pléiade, Gallimard, 1968, 
p.1393n.）となっていて、『イタリア絵画史』の送付が問題と
なっている。ここは『書簡集』新版に従った。
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